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別記関係団体の長 殿 

 

 

                       青森県農林水産部畜産課長 

                         （ 公  印  省  略 ）  

                                                  

 

高病原性鳥インフルエンザ等の防疫対策の徹底について 

 

 このことについて、令和８年９月 16日付け８消安第 3622号で農林水産省消費・安全

局長から通知がありましたので、お知らせします。 

 つきましては、貴会員等に対して、周知をお願いします。 

 

記 

 

１ 通知の内容 

 昨年シーズン、家きん農場においては、昨年 10月 22日に高病原性鳥インフルエン

ザの発生が確認されて以降、本年４月 22日までに 16道府県 24事例が確認され、うち

８事例が過去に発生した農場での再発、12事例が 20万羽以上を飼養する大規模農場

での発生であるとの特徴が見られた。 

農林水産省では、発生事例の特徴や今後の対策への提言について、「2025年～2026

年シーズンにおける高病原性鳥インフルエンザの発生に係る疫学調査報告書」として

公表した。 

この中で、発生家きん舎においては、家きん舎立入時の手指の洗浄・消毒等の人の

衛生管理や、家きん舎の壁面破損の修繕等の野生動物侵入防止対策に関し不備が認め

られ、これらが感染リスクになった可能性を指摘。また、発生時の疫学調査の結果か

ら、家きん舎に野生動物の侵入の痕跡がなく、家きん舎に出入りする人や物の衛生対

策が相当徹底されている農場も認められ、ウイルスに汚染された粉じん、羽毛等を介

した家きん舎への本病ウイルスの侵入の可能性について指摘。 

近年、世界的に本病の流行が続いていることを踏まえると、今シーズンも渡り鳥の

飛来によって本病ウイルスが我が国に侵入する可能性は極めて高いことから、関係者

が厳重に警戒し、本病の防疫対策を徹底すること。 

また、各都道府県においては、疫学調査報告書の内容も踏まえ、関係部局、市町村、

関係団体等との連携し、発生予防及びまん延防止対策に万全を期すこと。 



 

 

２ 重点対策期間の設定 

本県の過去発生時期を踏まえ、本年 10月から翌年５月までを重点対策期間として設

定することとし、衣服・長靴の交換等の病原体侵入防止対策の徹底を図ること（特に、

過去県内で発生のあった 11月から 12月及び３月から４月は重点的に）。 

 

 担当：青森県農林水産部畜産課 

   衛生・安全グループ 齋藤 
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全国農業協同組合連合会青森県本部県本部長 

 

青森県畜産農業協同組合連合会代表理事会長 

 

青森県農業共済組合長理事 
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青森県動物薬品器材協会長 

 

 


